


“黄金の二重奏"に

寄せる期待

アンサンブルの妙味 |よ、たとえば2人の演奏者が奏でる音

楽の内容が単純な1+1=2に おわらず、3にも4にも、ときには

10倍にも膨らみ、充実するところにある。もちろん双方の音楽

家が傑出した音楽的資質と演奏技巧の持ち主であることが前

提となるが①

ヴァイオリニストの中村静香はソリスト兼室内楽奏者として本

邦屈指の存在。近年ヴイオラ演奏考としても令名が高い。ピア

ニストの深沢亮子は、ウイーンの音楽を弾かせたら国際的な名

手。「文化財的存在」と評しても、首を横に振る人はいないと

思う。

この2人が今年、楽聖シューベルトの作品をCDに録音し、

記念のコンサートまで催すこととなった。CD制作の現場から、

自信をもって申し上げたい。「アンサンブルの神髄ここにありの

ひとときになると思います」と。

中野 雄 (なかの たけし:音楽プロデューサー)

中村静香 shzuka Nakamura[ヴアイオリン/ヴィオガ

桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学音楽学部卒業。全額スカラシッ

プを受けアスペン音楽祭に参加。文化庁芸術家派遣在外研修員として、ジュリアー

ド音楽院に留学。第52回 日本音楽コンクール第一位。及び増沢賞、レウカディア

賞、黒柳賞受賞。第29回 海外派遣コンクール特別表彰。第3回 日本国際音楽コ

ンクール入賞。故・鷲見三郎、海野義雄、小林健次、川崎雅夫、ドロシー・ディレ

イの各氏に師事。1994年 より1999年 まで、旧奏楽堂に於いてベートーヴェン ヴァ

イオリン・ソナタ全曲連続演奏会全 10回 を開催、併せて邦人作曲家の作品も積

極的に紹介する。これまでに、NHK交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、

東京都交響楽団等、各オーケストラと共演し、各地の音楽祭にも出演している。

ヴィオリストとしては、2003年 に大垣音楽祭でソロ・デビューを果し、最近ではヴィ

オリストとしても活躍の場を広げている。また、2年 に 1度 開く自主企画のリサイタ

ルでは、ヴァイオリン曲とヴィオラ曲を織り交ぜるなど、意欲的なプログラムを展開

している。現在、桐五重奏団、水戸室内管弦楽団、サイトウ・キネン・オーケスト

ラのメンバー。ソロ、室内楽で活躍している他、東京音楽大学、フェリス女学院大

学で後進の指導にもあたつている。

深沢亮子 Ryoko Fukasawa[ピアノ]

15歳のとき第22回 日本音楽コンクール首位受賞。 7歳でウィーン国立音楽大学

に留学、 959年同校を首席で卒業。翌年、ウィーン楽友協会ブラームス・ザール

にて海外デビューリサイタルを開催し、絶賛される。1961年ジュネーブ国際音楽

コンクールで最高位入賞 (1位なしの2位 )。 以来ヨーロッパの諸都市や南米、ア

ジアの主要都市でリサイタルや室内楽、オーケストラとの共演等国際的な舞台で

活躍。(共演した指揮者はLvマ タチッチ、Gヴァント、小澤征爾他。オーケストラ

はN響、東響、NOト ーンキュンストラー管弦楽団、読売日本交響楽団他。室内

楽は新・1日ウィーン八重奏団他)日本の作品も内外に数多く紹介する。また、度々

ウィーンのベートーヴェン国際ピアノコンクール、日本音楽コンクール他の審査員

を務める。著書、CD多数。毎年リサイタルを開催しているが、特に2003年、2004

年にデビュー 50周年記念、2009年にはデビュー 55周年記念演奏会を開催。英

国ケンブリッジ国際伝記センター (lBC)により「最も優秀な 00人の音楽家」に選

ばれる。日本音楽舞踊会議代表理事。1963年大阪府民劇場奨励賞。1995年 千

葉県文化功労者。永井進、Gヒンターホーファーに師事。
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